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◆ 著 書 
1)  Ogawa R, Morii A, Watanabe A, Cui ZG, Kondo T. Handbook of Ultrasonics and Sonochemistry. Ashokkumar M, editor. New 
York: Springer; 2016. Bioeffects and therapeutic applications of ultrasound; p. 1049-74. 
 
◆ 原 著 
1)  Low SK, Fukunaga K, Takahashi A, Matsuda K, Hongo F, Nakanishi H, Kitamura H, Inoue T, Kato Y, Tomita Y, Fukasawa S, 
Tanaka T, Nishimura K, Uemura H, Hara I, Fujisawa M, Matsuyama H, Hashine K, Tatsugami K, Enokida H, Kubo M, Miki T, 
Mushiroda T. Association study of a functional variant on ABCG2 gene with sunitinib-induced severe adverse drug reaction. 
PLoS One. 2016; 11(2): e0148177. 
2)  Sonpavde G, Pond GR, Choueiri TK, Mullane S, Niegisch G, Albers P, Necchi A, Di Lorenzo G, Buonerba C, Rozzi A, 
Matsumoto K, Lee JL, Kitamura H, Kume H, Bellmunt J. Single-agent Taxane Versus Taxane-containing Combination 
Chemotherapy as Salvage Therapy for Advanced Urothelial Carcinoma. Eur Urol. 2016; 69(4): 634-41. 
3)  Salah S, Lee JL, Rozzi A, Kitamura H, Matsumoto K, Srinivas S, Morales-Barrera R, Carles J, Al-Wardat R, Al-Rabi K, 
Maakoseh M. Second-line chemotherapy for metastatic urothelial carcinoma: important of lymph node-only metastasis as a 
prognostic factor and construction of a prognostic model. Clin Genitourin Cancer. 2016; 14(3): 255-60. 
4)  Sonpavde G, Pond GR, Di Lorenzo G, Buonerba C, Rozzi A, Lanzetta G, Necchi A, Giannatempo P, Raggi D, Matsumoto K, 
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1)  渡部明彦，飯田裕朗，林 哲章，宮嶋友希，安川 瞳，小宮 顕，水野一郎．摂食障害が原因と考えられた男性低
ゴナドトロピン性性腺機能低下症の 1 例．日性機能会誌．2015；30(3)：225-30．（2015 年未掲載分） 
2)  岡部 洸，前鼻健志，田中俊明，北村 寛，高橋 聡，舛森直哉．若年女性に発生した巨大 mixed epithelial and stromal 
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tumor of kidney に対し，腎部分切除にて腫瘍摘除が可能であった 1 例．腎移植・血管外．2016；26(1)：129-33． 
3)  岡部 洸，小林 皇，柴森康介，佐藤俊介，北村 寛，秋月恵美，植木知身，西舘敏彦，沖田憲司，舛森直哉．回
腸導管造設術後に発症した遅延するイレウスに対して高圧酸素療法が有用であった 1 例． 泌尿器外科．2016；29(4)：
437-41． 
4)  渡部明彦，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．von Recklinghausen 病における血管脆弱性を知っ
ていますか？．泌外．2016；29(6)：995-7． 
 
◆ 総 説 
1)  北村 寛．膀胱全摘除術の適応．質問：NMIBC のなかで，膀胱全摘除術が推奨されるのはどのような場合ですか？． 
臨泌．2016；70(2)：172-6． 
2)  北村 寛，塚本泰司．泌尿器科手術における血管損傷に対するトラブルシューティング．泌外．2016；29(特別)：10-4． 
3)  北村 寛．前立腺癌の転移・再発様式の特徴．日臨．2016；74(増 3)：140-4． 
4)  北村 寛，二瓶直樹，伊藤明宏，筧 善行．JCOG 腎盂尿管がん治療開発マップのアップデートについて．泌外．
2016；29(5)：487-91． 
5)  北村 寛．術前補助化学療法はしなくてはいけないの？．Uro-Lo．2016；21(3)：383-5． 
6)  北村 寛．術後補助化学療法をするべき患者さんは？．Uro-Lo．2016；21(3)：386-8． 
7)  北村 寛．MVAC や GC が効かない患者さんはどうするの？．Uro-Lo．2016；21(3)：389-91． 
8)  北村 寛．直腸損傷の予防と対処．泌尿器外科．2016；29(臨増)：859-61． 
9)  柴森康介，北村 寛．知っておきたい膀胱がんのデータ．Uro-Lo．2016；21(4)：459-62． 
10)  北村 寛．ウロロジカルな新治療の作り方．Uro-Lo．2016；21(5)：107-8． 
11)  北村 寛，渡部明彦．腹腔鏡下腎尿管全摘除術．臨泌．2016；70(12)：972-6． 
 
◆ 学会報告 
1)  Kitamura H. Treatment strategy for high risk NMIBC. East Asia Urologic Oncology Symposium; 2016 Mar 25; Seoul. 
2)  Maehana T, Tanaka T, Shindo T, Taguchi K, Hotta H, Kitamura H, Masumori N. Development of a new prognostic model to 
predict survival of patients with metastatic urothelial carcinoma receiving first-line gemcitabine plus cisplatin chemotherapy: 
multicenter retrospective study by the Sapporo Medical University Urologic Oncology Consortium (SUOC). 111th AUA 
Annual Meeting; 2016 May 11; San diego. 
3)  渡部明彦．熊咬傷による尿道断裂をきたした 1 例．第 134 回富山県泌尿器科医会；2016 Jan 9；富山． 
4)  飯田裕朗，伊藤崇敏，加藤智規，渡部明彦，藤内靖喜，小宮 顕，北村 寛．全除精術を施行した外陰部 Paget 病
の 1 例．第 451 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2016 Mar 5；金沢． 
5)  北村 寛．微小乳頭型膀胱癌に特徴的な遺伝子プロファイルの解析．第 20 回北陸泌尿器科 Basic Research Meeting；
2016 Mar 5；金沢． 
6)  飯田裕朗．術前診断が困難であった Mixed Epithelial and Stromal tumor の 1 例．第 135 回富山県泌尿器科医会；2016 
Apr 21；富山． 
7)  進藤哲哉，丸山玲緒，西山直隆，北村 寛，鈴木 拓，舛森直哉．抗がん剤抵抗性膀胱癌の増殖能に関与する microRNA
研究．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 23；仙台． 
8)  飯田裕朗，保田賢司，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．膀胱転移をきたした去勢抵抗性前立腺癌の 1 例．
第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 23；仙台． 
9)  渡部明彦，飯田裕朗，伊藤崇敏，加藤智規，保田賢司，藤内靖喜，小宮 顕，北村 寛．FDG-PET で前立腺に集積
を指摘された症例の臨床的検討．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 23；仙台． 
10)  前鼻健志，田中俊明，進藤哲哉，北村 寛，高橋 敦，伊藤直樹，田口圭介，堀田 裕，舛森直哉．尿路上皮癌に
対する Gemcitabine 投与に伴う発熱と予後に関する多施設共同後ろ向き研究．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 
Apr 25；仙台． 
11)  西田幸代，廣橋良彦，村井愛子，北村 寛，鳥越俊彦，舛森直哉．去勢抵抗性前立腺癌細胞株におけるがん幹細胞
集団の同定．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 25；仙台． 
12)  佐藤俊介，前鼻健志，前田俊浩，小林 皇，北村 寛，高橋 聡，舛森直哉．ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除
術における腎機能の推移：恥骨後式前立腺全摘除術，腹腔鏡下前立腺全摘除術との比較．第 104 回日本泌尿器科学
会総会；2016 Apr 25；仙台． 
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13)  北村 寛．JCOG による多施設共同臨床試験．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 25；仙台． 
14)  北村 寛．MVAC 療法の再考．第 104 回日本泌尿器科学会総会；2016 Apr 25；仙台． 
15)  渡部明彦．alternative low dose sunitinib treatment schejule により長期奏功を維持している転移性腎癌の 1 例．富山県腎
細胞癌学術講演会；2016 May 12；富山． 
16)  北村 寛．高齢者尿路上皮がんの薬物療法：シスプラチン使用時の注意点． 第 29 回日本老年泌尿器科学会；2016 May 
14；福岡． 
17)  飯田裕朗，柴森康介，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．術前診断が困難であった Mixed Epithelial and Stromal 
Tumor（MEST）の 1 例．第 452 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2016 Jun 18；金沢． 
18)  柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．当院におけるアビラテロンの初期使用経験．第
21 回北陸前立腺癌研究会；2016 Jun 18；金沢． 
19)  渡部明彦，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．前立腺肥大症に対するタダラフィル 5mg 連日投
与の性機能症状，男性更年期症状への影響．第 16 回日本 Men’s Health 医学会；2016 Jul 8；札幌． 
20)  柴森康介．腎脂肪肉腫の 1 例．第 136 回富山県泌尿器科医会；2016 Jul 21；富山． 
21)  北村 寛．泌尿器科医，がん薬物療法専門医として．第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2016 Jul 29；神戸． 
22)  渡部明彦，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛，水野一郎．自傷による陰茎部分切断の 1 例．第
27 回日本性機能学会学術集会；2016 Aug 28；大阪． 
23)  菊島卓也，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛，中嶋隆彦，井村穣二．診断に苦慮し
た腎細胞癌の 1 例．第 453 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2016 Sep 10；金沢． 
24)  高尾直樹，北村 寛．多発骨転移をきたした小径腎癌の 1 例．第 137 回富山県泌尿器科医会；2016 Oct 13；富山． 
25)  冨田善彦，Robert Motzer，篠原信雄，北村 寛，大家基嗣，江藤正俊，齋藤 満，田邉一成，木村 剛，米瀬淳二，
矢尾正祐，Brent M. McHenry，Elmer Berghorn，深沢 賢．腎細胞癌に対するニボルマブとエベロリムスの比較試験
（CheckMate025）：日本人サブ解析．第 54 回日本癌治療学会学術集会；2016 Oct 20；横浜． 
26)  小宮 顕，保田賢司，渡部明彦，北村 寛．去勢抵抗性前立腺癌における前立腺組織所見の意義の検討．第 54 回日
本癌治療学会学術集会；2016 Oct 20；横浜． 
27)  北村 寛．腎盂尿管癌のマネジメント〜放射線科医・病理医とのコラボレーション〜．日本泌尿器腫瘍学会第 2 回
学術集会；2016 Oct 23；横浜． 
28)  渡部明彦，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．熊咬傷による尿道断裂の 1 例．第 66 回日本泌尿
器科学会中部総会；2016 Oct 28；四日市． 
29)  柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．前立腺癌に対するデガレリクスを用いた内分泌
併用放射線療法の治療成績．第 66 回日本泌尿器科学会中部総会；2016 Oct 28；四日市． 
30)  飯田裕朗，柴森康介，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．筋層非浸潤性膀胱癌に対する治療戦略．第 66 回
日本泌尿器科学会中部総会；2016 Oct 28；四日市． 
31)  北村 寛．RARC/LRC 時代における ORC の意義．第 30 回日本泌尿器内視鏡学会総会；2016 Nov 19；大阪． 
32)  小宮 顕，北村 寛．Muscle splitting 法により腹腔鏡下に摘出された大腰筋内発生の神経鞘腫の一例．第 30 回日本
泌尿器内視鏡学会総会；2016 Nov 19；大阪． 
33)  渡部明彦，安川 瞳，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．当科における後天性男性低ゴナドト
ロピン性性腺機能低下症の治療経験．第 454 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2016 Dec 4；金沢． 
 
◆ その他 
1)  北村 寛．前立腺癌に対するアンドロゲン遮断療法〜去勢とその先にあるもの〜．第 40 回福井泌尿器科フォーラ
ム；2016 Jan 21；福井． 
2)  北村 寛．前立腺癌に対する最新治療．第 12 回日本癌治療学会市民公開講座；2016 Jan 23；札幌． 
3)  北村 寛．泌尿器癌の治療開発－from bench to bed－．山梨泌尿器疾患フォーラム；2016 Feb 13；甲府． 
4)  北村 寛．泌尿器癌の薬物療法〜最新トピックス〜．日本臨床腫瘍学会専門医会北海道支部会セミナー；2016 Feb 
20；札幌． 
5)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方－すべて使い切りか？取捨選択か？－．七隈前立腺癌講演会；2016 Mar 11；福
岡． 
6)  北村 寛．膀胱癌の治療開発－from bench to bed－．Michinoku 泌尿器セミナー；2016 Apr 9；仙台． 
7)  北村 寛．ロボット支援手術の現況と未来〜泌尿器科領域を中心に〜．第 83 回富山大学医学会学術集会 教授就任
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記念講演会；2016 Apr 11；富山． 
8)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．富山県腎細胞癌学術講演会；2016 
May 12；富山． 
9)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．富山県泌尿器科木曜会；2016 May 19；富山． 
10)  北村 寛．泌尿器癌の治療開発－from bench to bed－．第 71 回倉敷泌尿器科カンファレンス；2016 Jun 2；倉敷． 
11)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．東毛地区腎癌治療セミナ ；ー2016 Jun 
3；太田． 
12)  北村 寛．進行性腎癌に対する”practical”薬物療法．第 9 回名古屋腎癌治療セミナー；2016 Jun 16；名古屋． 
13)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．第 7 回湖北前立腺がんワークショップ；2016 
Jun 24；長浜． 
14)  北村 寛．ハイリスク筋層非浸潤性膀胱癌のマネジメント．東京ベイ尿路悪性腫瘍研究会；2016 Jun 30；幕張． 
15)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．阪神地区分子標的薬講演会；2016 Jul 
1；西宮． 
16)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．わかしゃち泌尿器科セミナー；2016 Jul 6；
名古屋． 
17)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．第 3 回滋賀県腎癌治療講演会；2016 
Jul 7；草津． 
18)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．三重県／腎癌フォーラム 2016；2016 
Jul 14；津． 
19)  北村 寛．泌尿器疾患と DIC．Urology Infection Forum；2016 Jul 22；富山． 
20)  北村 寛．CRPC 治療の Up to Date．わかやま前立腺癌フォーラム；2016 Aug 6；和歌山． 
21)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜メディカルスタッフとの集学的治療の実践〜．第 5 回 RCC メデ
ィカルスタッフセミナー；2016 Aug 26；大阪． 
22)  北村 寛．膀胱癌の治療開発〜from bench to bed〜．第 2 回いづも腎・泌尿器セミナー；2016 Sep 15；出雲． 
23)  北村 寛．泌尿器癌の治療開発．第 98 回 Tokyo Expert Urology Seminar；2016 Sep 26；東京． 
24)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．Prostate Cancer Symposium in Gifu；2016 Sep 
29；岐阜． 




27)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．室蘭泌尿器科セミナー；2016 Oct 1；室蘭． 
28)  北村 寛．前立腺癌治療の最前線．下新川郡医師会生涯教育講座；2016 Oct 6；黒部． 
29)  北村 寛．泌尿器癌治療の CQ に挑む〜今後どのような臨床研究を行うべきか？〜．第 81 回日本泌尿器科学会東部
総会ランチョンセミナー；2016 Oct 8；青森． 
30)  北村 寛．転移性腎細胞癌に対する分子標的療法〜最近の話題と今後の展開〜．岡山 RCC 分子標的治療講演会；2016 
Oct 12；岡山． 
31)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．上越 CRPC 懇話会；2016 Nov 9；上越． 
32)  北村 寛．膀胱全摘除術と骨盤リンパ節郭清術のトレンド．第 20 回信州泌尿器科腫瘍研究会；2016 Nov 11；松本． 
33)  北村 寛．理論から考える CRPC 治療の組み立て方．第 68 回西日本泌尿器科学会ランチョンセミナ ；ー2016 Nov 26；
下関． 
34)  北村 寛．前立腺癌治療の最前線．第 29 回となみ野カンファレンス；2016 Nov 29；砺波． 
35)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方〜理論から攻めの治療を考える〜．第 3 回東名古屋 CRPC 講演会；2016 Dec 1；
名古屋． 
36)  北村 寛．膀胱全摘除術〜from A to Z〜．Young Urology Meeting in Tokyo；2016 Dec 2；東京． 
37)  北村 寛．泌尿器科領域オプジーボの適応拡大について．日本臨床腫瘍学会北信越地区セミナー；2016 Dec 10；長
野． 
38)  渡部明彦．富山大学 ダビンチ手術の紹介．第 1 回地域医療連携懇話会；2016 Dec 12；富山大学附属病院総合臨床研
究センター2 階多目的研修室． 
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